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私たちＪＲ東労組は会社発足以降、労働条件や職場環境等について会社と

話し合い、多くの改善を行ってきました。 

 労働組合の活動目的は、組合員と家族の雇用と利益を守り、会社の発展

と安全で働きやすい職場環境・労働条件を実現していく事です。これらを実

現させるための基礎となるのは、職場で働く一人ひとりの組合員の声です。 

 多くの声を集め、今後もより良い職場と会社を築き上げていくためには、

みなさんの力が必要です！ 

ＪＲ東労組への加入を心よりお待ちしています！ 

JR東労組は会社と団体交渉を行い、多くの 

労働条件の改善を実現してきました!!（一部抜粋） 

初任給を増額しました！  

 １９８７年≪会社発足時≫  ２０２４年 

 103,600円     ⇒1７5,100円【７1,500円増額】 
（高卒）             （高卒エリア職） 

 135,900円     ⇒２０２,200円【６６,300円増額】 
（大学卒）           （大学卒エリア職） 

 

年間休日数を増やしました！  

 １９８７年≪会社発足時≫  ２０２４年 

      ９５日      ⇒１１５日（平均）【２０日増加】 
 

入社１年目の年次有給休暇数を増やしました！  

 １９８７年≪会社発足時≫  ２０２４年 

 入社３か月後に６日 ⇒入社時から１５日【９日増加】 
 

そのほかにも多くの改善を実現しています！  

 所定労働時間の短縮、職務乗車証の支給、表彰制度の充実、 

始終業時間前後の更衣時間（５分）を労働時間にすること、 

育児休暇制度の新設・改善 等・・・・      

私たちの声から実現しました！ 

仲間の声を結集し、全職場からたたかいを創り出す！

ＪＲ東日本【３月１５日 妥結  

◆基本給に、所定昇給額の額１.５倍の額＋4,000 円を加算 

◆昇給係数４での定期昇給を実施 
（４月１日現在 満５５歳未満の社員） 

◆エルダー社員 基本賃金に８,000円を加算 

◆テンポラリースタッフ  

１時間当たりの賃金額に８０円を加算 

◆夏季手当は基準内賃金の２．８ヶ月 

◆定期昇給カット分の別途支給・第二基本給の凍結・ 

６５歳定年延長について⇒現段階で実施の考えはない 
 
 

JR東日本ステーションサービス ３月２６日 妥結  

◆社員の基本給に対し一律１０,000円を加算 
 

JRバス関東 ３月３１日 妥結  

◆ベア一律４,000円 

◆定期昇給４分の４実施 
 

 

陸上部・野球部・ソフトボール部・山岳部・硬式テニス部・ソフトテニス部・バレーボール部・ 

バスケットボール部・スキー部・ボウリング部・ゴルフ部・サッカー部・釣り部・ 

軽音楽部・ネイチャークラブ・将棋部・絵画部・バドミントン部・卓球部・レールクラブ 

２０２４年１1月  

大宮地本絵画部スケッチ大会 
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発行人 川澄 新一  編集人 小宮 裕幸 

２０２４年１０月 大宮地本ソフトボール大会 

２０２４年１月 大宮地本トラウト釣り大会 

２０２４年１２月  

大宮地本ゴルフ大会 

４２７ 
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ＪＲ東労組大宮地本 

第３回レールクラブ運転会 

日  時：２０２５年５月３１日（土） 

     11：00～16：00 

場  所：大宮総合車両センター資料館 

参加費：500 円 

模型車両は各自持参でお願いします！ 

 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２２回ボウリング大会 

日  時：２０２５年５月１４日（水） 

     13：30 受付 14：00 開始 

場  所：ウニクスボウル南古谷 

参加費：2,000 円 

シューズを借りる場合、別途 400 円 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２１回バスケットボール大会 

日  時：２０２５年６月２７日（金） 

     9:00～17:00 

場  所：ブレックスアリーナ宇都宮 

     （宇都宮駅東口徒歩 20 分） 

参加費：１人 500 円 弁当代 500 円 

※大会終了後懇親会開催を予定しています 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２７回釣り大会（ヘラブナ） 

日  時：２０２５年５月１６日（金） 

集合 ４：４５ 

受付 ５：１５～ 

場  所：椎の木湖（埼玉県羽生市）     

参加費：3,000 円 

競技方法：総重量にて競技 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２回海釣り大会 

日  時：２０２５年６月１０日（火） 

７：００集合・受付 ７：３０出船 

場  所：一ノ瀬丸（神奈川県・金沢八景） 

競技方法：ライトアジ 

参加費：7,000 円（景品・餌代・氷代・船代込み） 

 ２５春闘でベアの格差がさらに拡大! 私たちの賃金は本当にこのままで良いのか? 
鉄道の安全を第一に据えた人事・賃金制度の実現に向けてたたかいを創り出そう!! 

２４春闘で発生した過去最大のベア格差がさらに拡大!! 

会社の認識⇒「合理的な差であり、格差ではない」 
２５春闘の申１２・１３号団体交渉において、会社は「職責、職能、等級等に基づき

処遇を行う事は合理的な差であり、格差とは考えていない」との考えを示した。 

そして申１６号再申し入れ交渉では、本部は２５０００件を超える職場の声

を集約し、納得できない理由を最大限訴え、撤回を求めた。 

しかし、会社はベア格差について「所定昇給額を用いてベアを実施する事は合

理的な差」「拡大していると考えていない」「実施方法は妥当」等と回答!! 

最大３９００円のベア格差、定昇を合わせると６５００円の格差を「合理的な

差」「格差ではない」とする経営姿勢であり、危機感を抱かざるを得ない。 

昨年以上に職責・評価を重視するかのような回答に強い問題意識を持つ！ 

「新たな人材戦略の推進」「総合的な人事賃金

制度改正」が経営戦略として示される 
公表された年度末決算の説明資料には、今年度の経営戦略として「新たな人材戦略の推進」

「総合的な人事賃金制度改正に向けた検討」が掲げられている。戦略として「人材育成サイクル

の充実と新たな働き方の実現」「人材戦略と組織再編を一体として進める」ことが盛り込まれ、

労働環境の激変が目前に迫っている！  今こそ職場の努力に報いない経営姿勢を許さず、 

安全で安心して働ける制度の実現に向けて、全職場からたたかいを創り出して行こう！ 

大宮地本見解を読み合わせて２５春闘の

成果と課題、「新たな人事・賃金制度」や

格差拡大について問題意識を共有し、安心

して働ける制度実現に向けてたたかおう!! 

多くの仲間で参加し、 

明るく楽しい 

サークル活動を

つくり出そう!! 

第２９１号           ＪＲ東労組大宮地本          ２０２５年５月８日（２） 
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職場からたたかい抜いた 

２０２５ＪＲ総連春闘を総括し、 

あらゆるハラスメント・ 

不当労働行為を許さない 

たたかいに決起しよう！


